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1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
自
然
の
お
怒
り
に
な
る
頃
に
シ
リ
ー
ズ
第
四
弾
！
ニ
シ
キ
ソ
ウ
の
な
び
く
頃
に

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
９
０
８
０
Ｐ

【
作
者
名
】

　
台
風
Ｘ
号

【
あ
ら
す
じ
】

　
第
四
弾
、
来
る
。
ま
だ
見
ぬ
惨
劇
は
、
魔
女
と
自
然
を
和
解
へ
と
導
く
の
か

納
つ
関
係
の
後
ろ
で
何
か
が
起
こ
る
。
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エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
一
話
　
黄
金
の
魔
女
と
自
然
の
魔
術
師
降
臨
！
分
か
っ
た
ぜ
！

１
９
８
９
年
の
六
軒
島
か
ら
や
っ
て
き
た
人
物
。

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・
Ｅ
・
ア
ル
キ
リ
ア
、
ユ
ー
フ
ォ
ル
ビ
ア
・
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ

は
、
次
な
る
世
界
を
見
つ
け
た
。

１
９
９
９
年
７
月
３
０
日
午
前
１
１
時
。

「
全
く
、
世
紀
末
だ
か
ら
み
ん
な
慌
て
て
い
る
な
。
」

大
河
内
藍
輔
。
１
８
歳
。

「
し
ょ
う
が
ね
ぇ
よ
。
大
河
内
は
、
俺
よ
り
馬
鹿
だ
か
ら
な
。
」

柿
山
富
久
摺
。
１
９
歳
。

「
よ
く
も
言
っ
た
な
。
」

「
お
前
は
、
先
輩
で
あ
る
俺
に
攻
撃
で
き
ま
い
。
」

「
き
み
た
ち
は
、
ま
た
喧
嘩
し
て
い
る
の
か
ね
。
き
ち
ん
と
し
た
大
人
に
な
れ

る
の
か
ね
。
」

柿
山
禪
十
。
５
１
歳
。

「
そ
ろ
そ
ろ
行
き
ま
し
ょ
う
か
。
お
父
様
。
」

柿
山
能
富
子
。
４
８
歳
。



3

此
の
世
界
に
は
、
こ
れ
か
ら
と
ん
で
も
な
い
結
末
を
迎
え
る
こ
と
は
、
知
ら
な

い
で
い
る
者
た
ち
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。
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エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
一
話
　
黄
金
の
魔
女
と
自
然
の
魔
術
師
降
臨
！
分
か
っ
た
ぜ
！
（
後
書
き
）

次
回
　
　
エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
二
話
　
物
語
の
始
ま
り
。
お
楽
し
み
に
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エ
ラ
ー
?
０
１
 
 
 

第
二
話
　
物
語
の
始
ま
り
（
前
書
き
）

ホ
テ
ル
で
起
き
る
大
量
殺
人
の
幕
が
上
が
る
。
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エ
ラ
ー
?
０
１
 
 
 

第
二
話
　
物
語
の
始
ま
り

大
河
内
は
、
室
戸
と
一
緒
に
客
室
の
予
約
を
入
れ
た
。

柿
山
家
も
そ
の
あ
と
に
入
っ
て
き
た
。

２
０
名
の
お
客
が
い
た
。

６
名
の
支
配
人
は
、
と
く
に
柿
山
家
の
ほ
う
を
循
環
し
て
い
た
。

「
お
父
さ
ん
、
な
ん
で
柿
山
家
の
ほ
う
に
み
ん
な
は
行
く
の
？
」

市
埜
蒲
礼
香
は
、
父
親
で
あ
る
市
埜
蒲
和
璃
に
言
っ
た
。

「
そ
れ
は
ね
、
礼
香
ち
ゃ
ん
。
柿
山
家
は
、
大
金
持
ち
の
人
た
ち
だ
か
ら
だ
よ
。

」「
そ
う
な
の
。
」

大
河
内
は
、
柿
山
冬
林
に
出
会
っ
た
。

「
あ
っ
、
兄
さ
ん
に
馬
鹿
に
さ
れ
て
い
る
奴
だ
。
」

「
誰
が
、
馬
鹿
に
さ
れ
て
い
る
だ
と
。
お
前
は
、
富
久
摺
の
弟
た
ろ
！
」

「
あ
あ
、
そ
う
だ
よ
。
」

雨
が
突
然
激
し
く
降
っ
て
き
た
。
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「
大
変
だ
。
」

「
ど
う
し
た
麻
素
深
？
」

「
土
砂
崩
れ
で
、
ホ
テ
ル
の
出
入
り
口
が
ふ
さ
が
っ
た
。
」

「
何
だ
っ
て
、
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
。
」

小
此
木
は
、
ホ
テ
ル
に
い
る
人
達
に
お
知
ら
せ
を
し
た
。

「
困
っ
た
な
、
土
砂
災
害
だ
と
は
な
。
」

枕
崎
は
、
そ
う
言
っ
た
。

朶
下
は
、
い
や
な
こ
と
を
思
っ
て
い
た
。

「
こ
の
ホ
テ
ル
は
、
陸
の
孤
島
に
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
誰
も
助
け
に
来
な
い
。

つ
ま
り
殺
人
事
件
が
起
き
た
と
し
て
も
。
」

北
上
は
、
朶
下
に
言
っ
た
。

「
物
騒
な
こ
と
を
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
朶
下
さ
ん
！
」

「
す
ま
な
い
、
す
ま
な
い
。
自
然
学
者
だ
か
ら
余
計
な
口
出
し
は
し
な
い
こ
と

に
す
る
よ
。
」

７
月
３
０
日
　
午
後
１
１
時
５
０
分

「
キ
ャ
ー
！
」
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佐
怒
賀
は
、
叫
ん
だ
。

「
ど
う
し
た
ん
だ
。
な
っ
・
・
・
」

大
河
内
が
見
た
の
は
、
８
人
の
死
体
。

「
み
ん
な
、
心
臓
射
抜
か
れ
て
い
る
。
」

死
亡
し
た
の
は
、
辻
納
江
、
杉
嶋
、
枕
崎
、
東
長
、
須
磨
寺
、
阿
久
根
、
柿
山

田
名
栖
、
柿
山
米
美
宇
須
で
あ
る
。

富
久
摺
は
、
大
河
内
に
言
っ
た
。

「
お
か
し
い
ん
じ
ゃ
ね
ぇ
の
か
？
支
配
人
ま
で
殺
さ
れ
て
い
る
と
い
う
の
は
。
」

「
し
か
も
、
お
前
の
一
族
の
二
人
が
殺
さ
れ
て
い
る
ん
だ
ぞ
。
」

「
二
人
じ
ゃ
な
い
。
弁
護
人
も
い
る
。
」

「
お
父
さ
ん
が
、
死
ん
だ
。
」

圭
蔵
は
、
そ
う
言
っ
た
。

「
わ
か
っ
た
ぜ
！
犯
人
は
、
柿
山
家
の
膨
大
な
財
産
を
狙
っ
て
い
る
奴
だ
。
ち

な
み
に
俺
は
、
そ
ん
な
財
産
に
は
興
味
は
な
い
。
」

「
確
か
に
、
俺
が
お
前
に
セ
レ
ブ
な
皿
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
と
し
た
と
き
、

断
っ
た
も
ん
な
。
」

富
久
摺
が
嫌
味
を
放
つ
か
の
よ
う
に
言
っ
た
。
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エ
ラ
ー
?
０
１
 
 
 

第
二
話
　
物
語
の
始
ま
り
（
後
書
き
）

次
回
　
エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
三
話
　
　
残
り
と
余
り
。
お
楽
し
み
に
。
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エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
三
話
　
残
り
と
余
り
（
前
書
き
）

生
き
残
っ
た
者
た
ち
の
悲
し
き
物
語
は
、
さ
ら
な
る
惨
劇
の
招
待
へ
と
誘
わ
れ

る
。
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エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
三
話
　
残
り
と
余
り

生
き
残
り
人
数
、
１
８
人
。

大
河
内
は
、
室
戸
の
部
屋
に
い
た
。

「
ね
ぇ
、
ど
う
し
た
の
落
ち
込
ん
だ
顔
を
し
て
、
世
紀
末
な
の
は
分
か
る
け
ど

さ
。
」

「
人
が
８
人
も
死
ん
だ
。
」

「
え
っ
、
ど
う
い
う
こ
と
よ
。
そ
れ
っ
て
？
」

「
こ
の
ホ
テ
ル
自
体
が
巨
大
な
密
室
で
あ
る
こ
と
に
気
が
つ
か
な
い
の
か
？
室

戸
ち
ゃ
ん
。
」

「
確
か
に
そ
う
ね
。
」

朶
下
は
、
こ
の
殺
人
事
件
は
、
推
理
す
る
気
は
な
い
。

「
こ
の
状
況
は
、
自
然
現
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」

市
埜
蒲
の
親
子
は
、
殺
人
事
件
が
起
こ
っ
た
ホ
テ
ル
で
あ
る
雛
神
楽
か
ら
出
た

か
っ
た
が
土
砂
が
ド
ア
を
固
く
閉
ざ
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

ド
ア
に
は
、
赤
黒
い
血
で
描
か
れ
た
謎
の
数
字
が
あ
っ
た
。

「
１
９
９
９
２
０
１
２
０
８
４
６
？
な
ん
だ
こ
の
数
字
は
。
」
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礼
香
は
、
少
し
体
が
震
え
た
。

「
お
母
さ
ん
、
こ
の
数
字
怖
い
よ
。
」

「
礼
香
ち
ゃ
ん
の
言
う
通
り
よ
。
あ
な
た
、
帰
り
ま
・
・
・
嫌
ー
！
」

市
埜
蒲
和
璃
は
、
左
顔
が
は
が
れ
て
い
た
。

礼
香
は
泣
き
出
し
た
。

「
お
父
さ
ん
が
・
・
・
お
父
さ
ん
が
・
・
・
」

此
の
惨
劇
は
、
ほ
か
の
所
で
も
起
き
て
い
た
。

小
此
木
、
北
上
、
柿
山
圭
蔵
、
柿
山
真
理
櫛
、
柿
山
能
富
子
、
三
野
、
麻
素
深

が
同
じ
よ
う
に
顔
を
は
が
さ
れ
て
死
亡
し
て
い
た
。

礼
香
は
、
泣
き
な
が
ら
飛
び
出
し
た
。

「
ち
ょ
っ
と
、
礼
香
！
」

そ
の
あ
と
、
市
埜
蒲
美
輪
子
は
、
顔
を
半
分
は
が
さ
れ
た
。

生
き
残
り
人
数
、
９
人
。
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エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
三
話
　
残
り
と
余
り
（
後
書
き
）

次
回
　
エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
四
話
　
浮
い
た
戦
慄
。
お
楽
し
み
に
！
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エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
四
話
　
浮
い
た
戦
慄
（
前
書
き
）

と
う
と
う
、
犯
人
捜
し
が
始
ま
り
、
次
な
る
惨
劇
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。



15

エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
四
話
　
浮
い
た
戦
慄

礼
香
は
、
生
き
残
っ
て
い
る
８
人
の
所
に
や
っ
て
き
た
。

「
礼
香
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
・
・
・
」

「
お
顔
を
剥
が
れ
て
死
ん
じ
ゃ
っ
た
。
ぐ
す
ん
」

礼
香
は
、
そ
れ
を
言
っ
た
後
、
再
び
泣
き
出
し
た
。

大
河
内
、
柿
山
富
久
摺
、
柿
山
冬
林
、
柿
山
禪
十
、
柿
山
江
利
奈
、
柿
山
佐
怒

賀
、
室
戸
、
朶
下
、
市
埜
蒲
礼
香
の
９
人
だ
け
と
な
っ
た
。

「
さ
ぁ
ー
て
、
誰
が
犯
人
な
の
か
し
ら
。
」

江
利
奈
は
、
突
然
語
り
始
め
た
。

「
ち
ょ
っ
と
、
待
っ
て
よ
。
い
ま
、
犯
人
探
し
し
て
い
る
場
合
で
は
な
く
、
救

助
さ
れ
る
こ
と
を
待
つ
ほ
う
が
先
だ
ろ
！
」

大
河
内
が
怒
り
な
が
ら
言
っ
た
。

「
だ
っ
て
、
犯
人
が
い
た
ら
私
達
、
救
助
さ
れ
る
前
に
殺
さ
れ
て
い
る
わ
。
」

「
だ
と
し
て
も
、
犯
行
が
ば
れ
て
逮
捕
に
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
。
」

「
こ
の
中
で
ア
リ
バ
イ
が
な
さ
そ
う
な
の
は
、
柿
山
家
以
外
の
者
た
ち
ね
。
」

朶
下
は
、
激
怒
し
た
。



16

「
柿
山
家
自
身
に
も
ア
リ
バ
イ
は
あ
る
。
俺
達
は
、
み
ん
な
ア
リ
バ
イ
が
あ
る

ん
だ
！
そ
れ
に
室
戸
さ
ん
と
大
河
内
さ
ん
は
、
一
緒
に
部
屋
に
い
た
と
い
う
か

ら
ア
リ
バ
イ
が
あ
る
。
俺
は
、
自
分
の
部
屋
で
煙
草
を
一
服
し
て
い
た
。
俺
に

だ
っ
て
完
全
な
ア
リ
バ
イ
も
あ
る
。
だ
か
ら
勝
手
に
犯
人
扱
い
す
る
の
は
、
お

か
し
い
ん
だ
よ
。
そ
う
い
う
江
利
奈
さ
ん
は
、
ど
う
な
ん
だ
。
」

「
私
は
、
少
し
だ
け
廊
下
を
散
歩
し
て
い
た
わ
。
此
の
雛
神
楽
と
い
う
ホ
テ
ル

は
、
結
構
歩
き
や
す
い
の
よ
。
私
に
は
ア
リ
バ
イ
が
あ
る
？
」

 
江
利
奈
は
、
少
し
だ
け
咳
払
い
を
し
て
言
い
な
お
し
た
。

「
だ
か
ら
、
私
に
も
ア
リ
バ
イ
が
あ
る
の
よ
！
」

礼
香
と
大
河
内
と
室
戸
と
富
久
摺
と
佐
怒
賀
と
朶
下
は
、
屋
上
に
い
た
。

「
こ
こ
で
救
助
待
つ
に
し
て
も
、
お
父
さ
ん
達
遅
い
わ
。
」

「
そ
れ
に
俺
の
弟
も
来
る
の
が
遅
い
ぞ
。
」

富
久
摺
は
、
不
安
に
思
い
下
に
降
り
た
５
人
も
一
緒
に
降
り
た
。

ゲ
ス
ト
ル
ー
ム
を
見
た
大
河
内
達
は
、
後
ろ
に
向
い
た
。

「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
！
」

「
お
い
っ
、
弟
！
し
っ
か
り
し
て
く
れ
！
」

三
人
は
、
目
を
抉
り
取
ら
れ
た
後
、
胸
に
杭
を
打
た
れ
て
死
亡
し
て
い
た
。
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エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
四
話
　
浮
い
た
戦
慄
（
後
書
き
）

次
回
　
　
エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
五
話
　
次
の
静
寂
。
お
楽
し
み
に
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エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
五
話
　
次
の
静
寂

大
河
内
と
室
戸
と
富
久
摺
と
佐
怒
賀
と
朶
下
と
礼
香
は
、
別
の
部
屋
で
困
惑
し

て
い
た
。

「
く
そ
、
こ
の
ま
ま
死
に
た
く
な
い
。
」

「
富
久
摺
、
俺
だ
っ
て
同
じ
気
持
ち
だ
よ
。
で
も
こ
れ
で
は
解
決
の
し
よ
う
が

な
い
。
」

佐
怒
賀
と
朶
下
は
、
隣
の
部
屋
に
い
る
こ
と
に
し
た
。

「
朶
下
さ
ん
。
」

「
私
は
、
あ
な
た
を
守
り
ま
す
。
」

「
あ
り
が
と
う
朶
下
さ
ん
。
」

二
人
が
抱
き
不
合
っ
た
瞬
間
、
一
つ
の
矢
が
彼
と
彼
女
の
体
を
貫
い
た
。

「
佐
怒
賀
さ
ん
。
ご
め
ん
・
・
・
」

「
一
緒
に
、
死
ぬ
の
も
い
い
こ
と
ね
。
」

朶
下
と
佐
怒
賀
は
、
横
に
倒
れ
た
。

大
河
内
と
室
戸
と
富
久
摺
と
礼
香
は
、
朶
下
と
佐
怒
賀
が
来
な
い
こ
と
を
不
審

に
思
い
そ
の
部
屋
に
入
っ
た
。
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「
佐
怒
賀
さ
ん
。
」

富
久
摺
は
、
佐
怒
賀
と
朶
下
の
所
に
駆
け
寄
っ
た
。

富
久
摺
が
突
然
倒
れ
た
。

「
富
久
摺
？
」

富
久
す
り
の
腹
か
ら
臓
器
が
は
み
出
し
て
い
た
。

「
怖
い
よ
ー
！
ヒ
ェ
ェ
ェ
ェ
ー
ン
！
」

あ
ま
り
の
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
さ
に
礼
香
は
、
大
河
内
の
所
に
隠
れ
た
。

室
戸
と
大
河
内
と
礼
香
で
必
死
に
逃
げ
る
こ
と
に
し
た
。

し
か
し
、
室
戸
と
礼
香
に
矢
が
刺
さ
っ
た
。

「
早
く
逃
げ
て
・
・
・
大
河
内
君
。
」

「
分
か
っ
た
。
す
ま
ん
室
戸
ち
ゃ
ん
。
」

大
河
内
は
、
逃
げ
ま
く
っ
た
。

屋
上
に
出
た
瞬
間
、
黄
金
の
森
林
に
出
た
。

「
こ
こ
は
、
ど
こ
な
ん
だ
？
」

「
自
然
と
は
、
素
晴
ら
し
き
こ
と
。
自
然
は
何
も
か
も
否
定
し
な
い
。
自
然
の

真
実
、
４
人
を
刺
し
た
矢
は
、
使
徒
の
部
下
が
投
げ
た
も
の
で
あ
り
、
人
間
に
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犯
人
側
は
い
な
い
。
」

大
河
内
は
叫
ん
だ
。

「
一
体
誰
だ
。
」

「
１
７
の
感
情
の
罪
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
人
の
子
よ
。
」

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
二
株
が
、
自
然
の
使
徒
に
な
っ
た
。

「
ウ
ェ
ル
カ
ム
大
河
内
。
」

「
な
ん
だ
、
お
前
等
は
。
」

「
自
然
の
使
徒
だ
よ
。
君
は
奇
遇
に
も
救
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
け
ど
、
い
い
気

に
な
っ
て
い
る
の
も
こ
こ
で
お
し
ま
い
。
こ
こ
か
ら
先
は
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
・

Ｅ
・
ア
ル
キ
リ
ア
と
ユ
ー
フ
ォ
ル
ビ
ア
・
ベ
ア
ト
リ
ー
チ
ェ
に
よ
る
晩
餐
の
パ

ー
テ
ィ
ー
だ
。
ダ
イ
ナ
ソ
ー
ブ
ラ
ッ
ド
の
用
意
と
食
事
の
用
意
を
部
下
達
や
っ

て
く
れ
た
ま
え
。
」

「
了
解
し
ま
し
た
。
主
様
。
」
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エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
五
話
　
次
の
静
寂
（
後
書
き
）

次
回
　
エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
六
話
　
晩
餐
の
快
楽
。
お
楽
し
み
に
！
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エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
六
話
　
晩
餐
の
快
楽

「
貴
様
ら
、
何
が
し
た
い
ん
だ
！
」

大
河
内
は
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
に
言
っ
た
。

「
自
然
の
使
徒
は
、
み
ん
な
人
間
を
恨
ん
で
い
る
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
ば
怒
り
を

鎮
め
て
い
た
の
い
い
こ
と
だ
が
そ
の
代
償
と
し
て
心
が
病
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ

！
」

「
要
す
る
に
、
ヤ
ン
デ
レ
と
い
う
こ
と
よ
。
」

「
何
が
、
ヤ
ン
デ
レ
だ
。
こ
れ
で
は
自
然
に
だ
っ
て
殺
人
行
為
の
罪
が
あ
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
ぞ
！
」

「
自
然
の
真
実
、
自
然
は
殺
人
を
犯
す
が
罪
に
は
な
ら
な
い
。
」

「
最
後
に
残
っ
た
大
河
内
に
は
ボ
ー
ナ
ス
と
し
て
切
断
＆
腸
抉
り
出
し
と
い
う

方
法
を
し
て
挙
げ
よ
う
。
」

「
自
然
の
使
徒
で
あ
る
吾
ら
に
跪
け
！
そ
う
す
れ
ば
命
だ
け
は
助
け
て
や
る
。
」

大
河
内
は
、
自
分
の
命
を
大
切
に
し
た
い
の
だ
が
、
自
然
の
使
徒
に
殺
さ
れ
た

み
ん
な
を
思
い
断
る
こ
と
に
と
し
た
。

「
お
前
等
に
殺
さ
れ
た
み
ん
な
を
俺
は
助
け
に
い
く
お
前
等
の
殺
意
を
壊
し
て

や
る
。
」

「
そ
れ
は
つ
ま
り
、
自
分
の
命
は
護
ら
な
い
と
い
う
確
信
で
い
い
と
い
う
こ
と
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で
す
ね
。
」

「
な
に
、
馬
鹿
な
こ
と
を
言
う
よ
。
自
分
の
命
も
大
切
だ
が
み
ん
な
が
心
配
し

て
い
る
ん
だ
。
」

「
ど
う
や
ら
、
人
間
と
自
然
の
関
係
は
今
宵
冷
め
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
な
。
そ

ん
な
に
君
が
死
に
た
い
と
決
意
し
て
い
る
の
な
ら
、
俺
が
お
前
を
殺
し
て
あ
げ

る
よ
。
自
然
の
魔
法
で
ね
。
許
し
て
く
れ
こ
う
い
う
運
命
に
あ
っ
た
の
だ
と
。

抗
う
こ
と
が
で
き
な
い
運
命
に
あ
っ
た
と
。
さ
ぁ
、
死
ん
で
く
れ
我
々
は
、
冷

め
き
っ
た
関
係
に
う
ん
ざ
り
な
ん
だ
。
い
い
か
い
、
地
獄
は
も
っ
と
冷
え
た
場

所
だ
よ
。
ア
ピ
ス
で
償
っ
て
自
然
に
謝
罪
で
き
る
人
間
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り

な
。
」

「
そ
ん
な
は
ず
じ
ゃ
な
か
っ
た
の
に
・
・
・
グ
ハ
ッ
！
」

大
河
内
の
腹
と
胸
に
槍
が
刺
さ
っ
て
い
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
、
大
河
内
を
切
断
し
ま
し
ょ
う
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
さ
ん
。
」

「
そ
う
だ
な
。
ユ
ー
フ
ォ
ル
。
」

大
河
内
の
体
が
次
々
と
切
断
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
あ
と
、
二
人
は
ダ
イ
ナ
ソ
ー
ブ
ラ
ッ
ド
と
先
ほ
ど
殺
し
ま
く
っ
た
人
間
の

肉
を
食
べ
て
い
た
。
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エ
ラ
ー
?
０
１
　
第
六
話
　
晩
餐
の
快
楽
（
後
書
き
）

次
回
　
エ
ラ
ー
?
０
２
　
第
一
話
　
残
酷
囁
く
、
雛
神
楽
の
音
。
お
楽
し
み
に

！
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エ
ラ
ー
?
０
２
　
第
一
話
　
残
酷
囁
く
、
雛
神
楽
の
音

阿
久
根
と
須
磨
寺
は
、
あ
る
会
話
を
し
て
い
た
。

「
今
日
も
、
き
し
む
音
が
し
ま
し
た
ね
。
」

「
ち
ょ
っ
と
古
い
の
も
あ
る
か
ら
、
心
配
に
な
る
な
。
突
然
床
が
落
ち
た
ら
大

変
だ
し
。
」

「
確
か
に
そ
う
で
す
ね
。
」

１
９
９
８
年
１
２
月
２
５
日
の
夜
で
あ
っ
た
。

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
と
ユ
ー
フ
ォ
ル
ビ
ア
が
、
外
を
見
な
が
ら
紅
茶
を
飲
ん
で
い
た
。

麻
素
深
が
此
の
二
人
と
会
話
を
し
て
い
た
。

「
９
、
４
、
６
、
２
、
１
、
３
、
１
、
と
い
う
感
じ
で
い
い
で
し
ょ
う
か
。
」

「
裏
切
り
の
覚
悟
で
、
そ
う
言
っ
て
い
ま
す
。
」

麻
素
深
は
、
何
か
を
企
ん
で
い
た
。

１
９
９
９
年
７
月
３
０
日
・
・
・
・

大
河
内
達
が
や
っ
て
き
た
。

ホ
テ
ル
内
は
、
ワ
イ
ワ
イ
と
盛
り
上
が
っ
て
い
た
。
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し
か
し
、
残
酷
囁
く
床
が
九
人
を
待
っ
て
い
た
。
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エ
ラ
ー
?
０
２
　
第
一
話
　
残
酷
囁
く
、
雛
神
楽
の
音
（
後
書
き
）

次
回
　
?
０
２
　
第
二
話
救
わ
れ
ぬ
命
の
罰
。
お
楽
し
み
に
！

今
回
か
ら
少
し
だ
け
流
れ
が
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
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エ
ラ
ー
?
０
２
　
第
二
話
　
救
わ
れ
ぬ
命
の
罰

午
後
６
時
４
５
分
、
大
雨
に
よ
る
土
砂
崩
れ
が
発
生
し
た
。

稚
内
は
、
困
っ
た
表
情
を
し
て
い
た
。

そ
こ
に
柿
山
の
次
期
当
主
が
言
っ
た
。

「
大
丈
夫
だ
。
救
助
が
来
る
ま
で
に
無
事
で
あ
れ
ば
。
」

「
そ
う
で
す
ね
。
」

大
河
内
達
は
、
不
安
な
空
気
だ
が
夕
食
を
食
べ
て
い
た
。

午
後
９
時
５
０
分
、
大
雨
は
止
ん
だ
。

ニ
シ
キ
ソ
ウ
達
が
姿
を
現
し
た
。

「
寒
冷
低
気
圧
殿
、
こ
の
内
容
で
い
い
ん
で
す
ね
。
」

「
は
い
、
じ
っ
く
り
と
罪
人
を
懲
ら
し
め
な
さ
い
。
」

「
了
解
。
」

ホ
テ
ル
の
な
い
で
軋
む
音
を
出
す
場
所
に
穴
を
付
け
た
。

ユ
ー
フ
ォ
ル
ビ
ア
は
、
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
に
言
っ
た
。

「
９
人
の
罪
を
抗
い
苦
し
め
る
。
」
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９
人
、
小
此
木
、
阿
久
根
、
須
磨
寺
、
東
長
、
礼
香
、
圭
蔵
、
田
名
栖
、
真
理

櫛
、
水
俣
が
誘
わ
れ
る
よ
う
に
や
っ
て
き
た
。

そ
の
穴
に
は
、
動
物
の
苦
し
み
を
入
れ
て
い
た
。

９
人
は
、
穴
に
気
が
つ
か
ず
落
ち
て
し
ま
っ
た
。

９
人
は
目
を
覚
ま
す
と
そ
こ
は
幻
想
空
間
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

「
気
が
つ
い
た
か
、
痛
み
を
喜
び
に
し
た
人
間
。
」

「
誰
だ
！
」

「
我
々
は
自
然
の
使
徒
。
」

「
自
然
の
使
徒
？
」

「
そ
う
で
す
。
皆
の
者
こ
の
９
人
を
殺
れ
！
」

「
何
で
・
・
・
」

「
一
人
は
、
崖
か
ら
落
と
さ
れ
て
死
ん
だ
イ
ノ
シ
シ
。
」

「
一
人
は
、
犬
の
目
に
木
の
枝
で
抉
っ
た
罰
と
し
て
。
」

「
一
人
は
、
猫
の
体
を
車
で
ひ
き
殺
し
た
罰
。
」

「
二
人
は
、
生
き
物
を
な
ん
と
も
思
わ
ず
に
殺
し
て
い
く
罰
。
」



30

「
一
人
は
、
猫
に
餌
を
与
え
ず
に
殺
し
た
罰
。
」

「
一
人
は
、
ネ
ズ
ミ
を
５
匹
、
海
へ
放
り
投
げ
て
荒
波
の
藻
屑
と
化
し
た
ネ
ズ

ミ
の
体
に
な
る
よ
う
な
罰
。
」

「
一
人
は
、
真
実
に
よ
っ
て
裁
か
れ
た
捨
て
犬
の
罰
と
し
て
。
」

「
一
人
は
、
ハ
ム
ス
タ
ー
を
踏
み
つ
け
て
殺
し
た
罰
と
し
て
。
」

「
こ
の
九
人
の
人
間
は
、
も
は
や
下
等
生
物
で
は
な
い
。
堕
落
生
物
で
す
。
堕

落
し
た
も
の
は
殺
す
の
み
で
す
や
り
な
さ
い
。
」

「
自
然
の
使
徒
の
恐
怖
を
知
れ
。
」

９
人
は
、
言
わ
れ
た
よ
う
に
殺
さ
れ
て
い
っ
た
。

残
酷
な
運
命
を
た
ど
り
命
を
粗
末
に
す
る
こ
と
を
許
さ
な
い
使
徒
た
ち
は
、
最

後
に
彼
等
の
顔
面
を
形
が
無
く
な
る
ま
で
踏
み
荒
ら
し
た
。

「
さ
よ
う
な
ら
、
堕
落
生
物
の
諸
君
。
」

７
月
３
１
日
の
午
前
６
時
。
み
ん
な
は
、
生
き
る
気
力
を
失
う
ほ
ど
の
衝
撃
を

得
た
。

「
何
だ
よ
こ
れ
は
？
」

「
礼
香
ち
ゃ
ん
、
ど
う
し
て
だ
れ
が
礼
香
ち
ゃ
ん
を
殺
し
た
の
よ
！
」

「
お
ば
さ
ん
、
落
ち
着
い
て
く
だ
さ
い
。
」
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「
ジ
ジ
イ
ま
で
死
に
や
が
っ
て
い
る
。
」
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エ
ラ
ー
?
０
２
　
第
二
話
　
救
わ
れ
ぬ
命
の
罰
（
後
書
き
）

次
回
　
エ
ラ
ー
?
０
２
　
第
三
話
　
４
人
の
証
言
。
お
楽
し
み
に
。
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エ
ラ
ー
?
０
２
　
第
三
話
　
４
人
の
証
言

午
前
８
時
、
雛
神
楽
全
体
か
ら
厳
し
い
空
気
が
溢
れ
て
い
た
。

小
此
木
は
、
崖
か
ら
落
と
さ
れ
た
イ
ノ
シ
シ
の
よ
う
に
軋
ん
だ
体
か
ら
背
骨
が

露
出
し
て
い
た
。

阿
久
根
は
、
犬
の
目
を
枝
で
抉
っ
た
よ
う
に
、
目
を
抉
り
取
ら
れ
た
後
、
頸
動

脈
を
バ
ッ
サ
リ
と
切
ら
れ
て
い
た
。

須
磨
寺
は
、
車
に
轢
か
れ
た
猫
の
よ
う
に
、
ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
て
い
た
。

田
名
栖
と
水
俣
は
、
動
物
を
無
造
作
に
殺
し
た
罰
が
重
く
、
体
を
バ
ラ
バ
ラ
に

さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
以
外
は
、
身
元
が
分
か
ら
な
い
ほ
ど
体
が
粉
々
に
な
っ
て
い
た
。

「
殺
し
た
犯
人
が
、
此
処
を
う
ろ
つ
い
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
で
し
ょ
。
」

「
み
ん
な
を
取
り
調
べ
る
な
ん
て
不
可
能
で
す
よ
。
」

９
人
死
亡
は
、
か
な
り
ま
ず
い
空
気
を
も
た
ら
し
て
い
た
。
生
き
残
っ
た
１
９

名
は
、
少
し
お
び
え
て
い
た
。

「
し
か
し
犯
人
が
誰
だ
か
分
か
ら
な
ん
じ
ゃ
俺
達
の
身
が
危
な
い
。
」

「
確
か
に
な
。
」

大
河
内
は
、
こ
の
謎
を
解
こ
う
と
考
え
て
い
た
。
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「
室
戸
ち
ゃ
ん
。
俺
と
一
緒
に
い
て
く
れ
な
い
か
。
」

「
殺
人
事
件
が
起
き
た
以
上
、
一
緒
に
い
な
き
ゃ
ね
。
殺
さ
れ
る
前
に
。
」

辻
納
江
と
稚
内
と
枕
崎
が
、
能
富
子
に
呼
ば
れ
た
。

彼
等
は
、
２
階
の
ス
テ
ー
ジ
に
い
た
。

「
貴
方
達
が
犯
人
だ
と
分
か
っ
て
い
る
の
で
す
。
」

「
勝
手
に
決
め
付
け
な
い
で
く
れ
。
」

「
そ
う
だ
！
以
外
の
人
物
か
も
し
れ
な
い
ぞ
。
」

「
そ
う
だ
と
し
て
も
此
処
か
ら
は
出
さ
せ
な
い
。
出
よ
う
と
し
た
ら
銃
で
撃
つ

わ
よ
！
」

「
籠
城
す
る
っ
て
こ
と
か
。
」

一
方
、
１
５
人
は
解
散
し
て
い
た
。

自
然
の
使
徒
た
ち
は
、
次
の
計
画
を
立
て
て
い
た
。

次
は
、
１
５
人
か
ら
６
人
を
削
る
。

「
ふ
ふ
、
こ
れ
っ
て
４
人
を
無
視
す
る
っ
て
こ
と
で
す
ね
。
」

「
自
ら
密
室
を
作
っ
た
過
ち
を
後
で
払
わ
せ
る
。
」
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「
次
は
、
市
埜
蒲
夫
妻
、
朶
下
、
柿
山
米
美
宇
須
、
柿
山
禪
十
、
柿
山
江
成
奈

で
す
ね
。
」
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エ
ラ
ー
?
０
２
　
第
三
話
　
４
人
の
証
言
（
後
書
き
）

次
回
　
エ
ラ
ー
?
０
２
　
第
四
話
　
姿
な
し
の
犯
人
に
問
う
。
お
楽
し
み
に
！
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

自然のお怒りになる頃にシリーズ第四弾！ニシキソウのなびく頃に

2011年11月5日18時14分発行

この小説の詳細については以下のＵＲＬをご覧ください。
http://ncode.syosetu.com/n9080p/

Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
発
足
に
あ
た
っ
て

http://ncode.syosetu.com/n9080p/

